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欧羽Hの戦雲も愈々迫って来たらしく，食堂の話題は之れで持ちきり.

早朝，紡民と無電局長は舵橋と犬吠崎とを呼び/l¥して，無線方位を決定した

ので，結Difj上位置が判明した.1象，想よりも少々南方へ舶は流れてゐたらし

9月24日(土曜日)

ぃ.10時，右舷に野品附が見えた!

こちらへ近づいて来ないうちに，舶は窓外l亡平く東京湾郡吉風は速度が~4j く，

まに入って1 15時iこ横j克也外i乙J'{]. 16時におí~10~是j字棋につながれた.自分l土，

疋規の通り税関の設査を受

け， 18日寺，横演n投，新橋ltlで同盟上氏と ~IN1 ， 1911Jマンペイ・ホテルi乙入った.

前後3ヶJj飴にわたる悦だしい欧米放行も誌に格った.模漬設から郎着まで

もなく，岡野氏と共に川111な汽舶のランチで上陸し，

米大陸は“す通そのうち S3ケ日を品百の rl~ に;tJ;したわけで、るる.総計97ヶ日，

り"にも等しい往復で‘あったし， 1，:次世トlでなった日数も決して長いものではなか

ったが，それで・も，久しくあこがれてゐた中央ドイツのチウリンギャを一週間

も巡隠したととし北欧の涼しく柴しい瓦を旬日にわたって過した思ひ出は，

氷く査きたいとと L忠ふ・(格)

リ

漸く森暖まる[;t{となり， H'p夏物故した小iJIf'Il型土の遺稿として天界に「ミラ

型建光星に就いてJ，主IU"Yには「ぎよしゃ1.1::ζ足に就いて」を掲げ，本邦iと於け

る饗光g専攻のl吹皐士のi丘r;iNiそ利ーる事とした.
新役目の韻崩れが紹介された，本合の事業も大いに期待がかけられてゐる際

合員と共に折角の御協力を切望する.

本合のもL月の例合も下記の如く各地で盛況を呈する事であらう. *~症にやすか

しら新らしい機運が法りつ Lあるの時. (P.o生)
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一三町
昭和 13年度綿曾記

本ffの PUfI1 13~f!文総合 l工法初昨年12月双方;に於て悶[位される舎であつれ底，秘骨の4思舎

で延期され去る 1月 7 日大阪市立む~H'I<'}~:i':i -C-fmかれれ.

二の日 16n~ より日付 7 F:r (，j; 足\:1-:で ;tj~談合た flìj (・ '~;i 日(工本気殊に鍛 Lかつれが各地より

熱心な曾只が参集，眺望よき旬、恐:t:1こて{I;x談l'f:.

ヨたでl7ß~より 6 階J~ IÞ. í]ù~にて山本ー必博士の「本"Fl芝rJI の天文現象J :::越するJl主演があ

り，~Jj;N;訪u.ど IJ1心主 Lて 7・ラネ 9 リウムのn.íJUiJii/ ll があつれ.

次 [111 のìUìlHn~i'I ::J の聞係上 rJil l'-~:上の川乱立た小企で-Ul'( !， 1\ 1止 l18J~f より問 orn也下院Jb告で
総合に移る・先づi:Ui:AI民夫1;{;1之より:i二flllJ1!!.1¥;Tミ乏して投jPがわり，同夜、科U'P.l¥j;長よりlIlj
午1113!~1え 01;;1 扱;!?，大口 'J~~~ t.j;k より・hÁ':切;!?わり，次で現役目の任期満了ぜる 1: め~ilJ
た行ぴ，新に'rf長.(.PJ合長. r明-)J:の決定か見 1:. 同して務;'U!U合の挺~I こより千n!IJ !i)_都
銀夏(合~;l !l，t>"J.の立'i íi'リ:会)が治られ1M~j一致でjf， IT:!? ~ (1.. 1:. 以上で議l}~た終 1)- l'll~~与為
に Lっ、先に1I~i'11可の関係上'I't色で切れれ 1114ヰ f'_~ 士の ~，'I，:ijji fJ:?問しさたでiüm;聞にーr~，自己旬
介かなす.食後怨談にうつり;主(i;l;iimよりQ，Vr'iされ1:;'''1合孝一氏が満洲の近況7~~ll られ満
i州凶::rk及泌m行;RilU ~~;!.I" pll (:t 11...次で五!詑}清三氏より「日本に於げる光事工業の設itJ~ 
mする~，'I;ij;ìがあり切li;r -n-;1tn~にもさづいて而[仁1 (山られれ・1(1でも日時i毎月交に於てt~ìf.l遣
の首脳者がifCl，'.( ~Jr:iJl:丸事兵溶か採用し 1:1: め之がご・んなに fï'.l(ねた有利に恐いれか，又18:

洲 Afl'~ 'i:r;IIJ' の JI(;光事工業界の)以況やその後のま!!1仮リ.J:j<に1ù涯!，);~ら契!Ul さして.rJ(:~司 0)
)，t1}¥I誌のJWij(tJ.Jj'ti sit阪リ宇佐土ßべられ.xm必反射望i;;l鋭 'J~の開拓者rl'村要民の忠l却や
wf究初JOlのIJij氏の;色川ル興味;"i'!(ムJ;ら{L1:.次いでf仁;¥j;Sit氏がヨミ熔でテナ JJ勾喝されー岡

忠はず)J日きされる・かくてい;JIえの狐"';-1.1"ぷ{乏に干II~バm々れる l勺に本当õJ.たの総í!f t... 終了L
1:.出聴者4ο名.c湾久井生〕

岡林滋樹氏!ま倉敷へ赴任

さきに合政天文主で・はノj、rllxrn与l土の2:死により在QiJ!lJlii!H土iJ本しさを感じたが，

ノト 1f11山山本7kTf-・本法;i~l\:の協議により， ni:ll戸の合n岡林滋佐j氏をおfしく翠日と
して迎えること Lたり，同氏は 2月末赴任する.岡林氏は1936'4'-に射手J1IC1)新

星を授はし，米国から金1;'仏を位た人であり，今後やはり合政では山本室長監督

の下に主として鑓担の悶川町克をする包:である.
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大阪支部だより

口銀河第 3巷第 1続目次 (~6 回j五f~月 5 日夜行)

友祇「アメリカ・インヂア y の打'物芯~)Jハイダンプラ干にタリウ

ムA:r;trj，口約「昨年二月 2日のカノープス(許;者fi:i!.f1.)伊迂撮影，

毘 ITwil

の II:f甲車J(3) 江原n~士，r反射oJ:iの村氏三伐別法J(3)伊達， i兎の
ー一一哩-. Jit々 Jrn'kf午fu，r昨年十二月 3日のANf足」校川忠義， I天潔人

語J， i紋市の天文取」山崎幸大ー， I東日 ßtírfìの天文臼':"1.どJ~て」芙美子， Jj'(話「十三炎のJl

2兄妹JA・.¥/1'.，r本年上宇j羽のユリウス泊日去J，I一・二月の;J.;.$1t制』編輯後三巴， 野l
鎌 iStar-T .egends， ull10ng the Americall-II，dians (1)， 令52:IT，英文間12頁，蛍々 の内ず5・

口支部報(天文研究曾回報と改題)第 48 ・ 49~点 二Jj5 IHf1夜行，内容は合告

の他，天文型界の近況天象念tR，或ひは論文や主将の紹介等随時蛮行とたる.

大阪プラネタリウムだより

口巷fmに「長朗建設」の強い控を聴きつりと L四ツ括科車館も相官の入場者・
を見て来た.そして昭和113年は暮れ，新存を迎へた.

口去る日の入場汗中に，家読聯盟関の高伏期官が陸続と来官1!されたのには大い

にハリキツた次第で、あるが，殊に偲王の一行を11月6日に迎へた時の光栄は今

も印象に新たで、ある.王は「巧卒天工」の名筆跡を残して感慨の町で去られ

た.或は叉，戦火既に治った北京政府よれ叉維新政府より要人等相主えいで来

訪し，プラネタリウムに感吹の珪を拐げ.親日の笑顔を残して行った.共他フ

ィリピンの大単組長の一行あり，淵11+1閣の高官の硯祭国あり，さすが，天上に

圃境なき如く， r互の劇場」には何時も和やかな来観風景を繰返へしてゐる・或
は，度々の白衣の勇士の雲間を迎へては一般符も殴い上席を譲り，慰安の一時

を共IL紫しんでゐた.

口11月10口から月末まで聞かれた「天文lこ闘する民覧合」は天文協合大阪支部

後援のもとに，山本博士の御指導と近地の珍陥fl--rEな/11;日手fの御厚立と共に，

盛況そして有意義に泊された.との[L~史子?はプラネタリウムのね;遣や価値を諮

らしめ，その天文資料とを陳列し，加ふるに支部後援の珍責な天文史料を別室
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三里!?
に泣いたもので，史料中n日日Z:imの版J;資料は殊IC識者ーのitrlを惹いた.
口 1 J1 7n ，延WJr[~の協合組合を，釦内で問flH した(詳出fIIæt'f抵).今後とうした地

合と科与叩?との捉t理事業は続々強化賞行されるととを希望してゐる.プラネ9

Fウムを油じての天文ファン，印ちアマチェアも相官生れて来たこの頃とて，

科皐館でも大いに意気込んで・ゐる.

口四ツ橋と云ふrJiiは，昔の大阪天文の殻;]'f:地で，因縁は深いのであるが，今ほ

畑IC包まれ，夜景は殊に明るいので，屋内の&1.は眺められでも天の長々の単

純いのは世にMけたい・然し塔上での星眺めは文部附近は麗しい・本年初の司

ヂク・ぺルテア韮星もljt迩問笠し得た.新イぶ長μ凶I1早1

H出i品さtれL芦た=のには感誠甜Hに乙堪え2た=い.本飴lに乙は古詩:て日オ本三光明千作?市枇tよりQ，Iω0樋z屈E有折
i 

開をi出1¥品されてゐるのでで、， と~ ，乙代夫的なトHt'fi式古里ill鈍が:{ii'uって，太陽黒船，

智光!if，掩蔽観測などは川~~るだらう.児問やnやmgは・般にも公開する

迫々a1備も繋へる預史である・とれでn下プラネタリウム係の館nを葉集中で
ある. (高城〉

関館支部だより

時局多端の折益々陛盛大院にイ長じます・ 112凶{吊:r~互の合JI土昭和12年 1 月型

合し，以来合n相互のおl陪とノく支持及の民主力致して参り，ヂrf11Jttも増し現在
20名IC注しました. tJ~JJ fタ'])("1"を惜し，今年度より什i誌のr~e:{Ii/亡至りました.3(

副館タイムス祉の依相により1:i:FJ21m訴聞に天文記事掲ifi~ をなし，一般に~交

がTT及されて居ります.

合口はYYiんど天文MZJ;去の若年の者ばかりでありますが，今後の期待はコえたる

ものがあると思ひまずい今後の珪民には協合の御詩的jと御指導を仰ぎたいと

{{-じ切にた刷ひ設す次第であります.

l崎館市宮前町七昨地 Hf付合名合枇内

曲館庄の合

委員 Wi悶藤吉
F 田村疋

F 今井 E 治


